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はじめに 

皆
みな

さんは新村
にいむら

地区
ち く

のどんなことを知
し

っていますか？ 

 新村地区と聞
き

くと、「新しい村だから最近
さいきん

誕生
たんじょう

した歴史
れ き し

の浅
あさ

い地区？」と思
おも

う人
ひと

も多
おお

いと思
おも

いますが、そうではあ

りません。実
じつ

は歴史
れ き し

が古
ふる

く、 昔
むかし

から稲作
いなさく

を中心とした

農業
のうぎょう

によって、地区は大きく発展
はってん

してきました。 

このテキストは新村地区をより深
ふか

く知ってもらうため

に、小学生から大人までもが学べる内容
ないよう

となっています。 

 現在
げんざい

、新村地区に残
のこ

る多くの財産
ざいさん

を、若
わか

い世代
せ だ い

の皆
みな

さん

に引
ひ

き継いでいけるようにと強く願
ねが

っています。 

 勉強
べんきょう

や町
まち

歩
ある

きなど、このテキストを活用
かつよう

してみましょ

う。きっと新しい新村の魅力
みりょく

を見
み

つけられるはずです。 

物ぐさ太郎の紹介 １

２

３

４

物ぐさ太郎は御伽草子
お と ぎ ぞ う し

に登場
とうじょう

する話の一

つです。新村地区内にも、物ぐさ太郎にま

つわるお話やお祭りなどがあります。 

「ものぐさ太郎祭り実行委員会」作成 
『ものぐさ太郎クリアファイル』より引用 
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１ 新村ってどんなところ？ 

新村地区の概要
がいよう

………………………………………………………５・６ 

世帯数
せたいすう

と人口
じんこう

のうつりかわり・新村の町 会
ちょうかい

……………………………７ 

新村の自然
し ぜ ん

（地理
ち り

・生物
せいぶつ

・気候
き こ う

）…………………８・９・１０・１１ 

２ 新村地区のあゆみは… 

新村のむかし……………………………………………１２・１３・１４ 

 学校
がっこう

のうつりかわり……………………………………………１５・１６ 

 交通
こうつう

のうつりかわり……………………………………１７・１８・１９ 

 産業
さんぎょう

のうつりかわり……………………………………２０・２１・２２ 

３ 新村の公共施設・地域諸活動は… 

新村地区地域づくりセンター・新村公民館…………………………２３ 

福祉
ふ く し

ひろば・子どもを育
はぐく

む活動
かつどう

・ものぐさ会………………………２４ 

各種
かくしゅ

団体
だんたい

の活動…………………………………………………………２５ 

４ 新村の文化財・祭りなどは… 

神社
じんじゃ

………………………………………………………………………２６ 

 寺院
じ い ん

………………………………………………………………………２７ 

 祝
いわい

殿
でん

………………………………………………………………………２８ 

 史跡
し せ き

・遺跡
い せ き

・遺物
い ぶ つ

………………………………………………………２９ 

石造物
せきぞうぶつ

……………………………………………………………………３０ 

ものぐさ太郎
た ろ う

音頭
お ん ど まつ

・ものぐさ太郎祭り………………………………３１ 

新村音頭…………………………………………………………………３２ 

５ そのほか 

松本大学との交流
こうりゅう

………………………………………………………３３ 

新村地区マップ…………………………………………………３４・３５ 

目 次 
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新村地区は、古来、御伽草子
お と ぎ ぞ う しこ ら い

に見られる「物ぐさ太郎」の伝説
でんせつ

の舞台
ぶ た い

である“あたらしの郷
がう

”

の地と、伝えられています。 

江戸
え ど

時代
じ だ い

の南新村
みなみにいむら

、東新村
ひがしにいむら

、上新村
かみにいむら

、北新村
きたにいむら

、下新村
しもにいむら

の５か村が明治
め い じ

７年（１８７４）に合併
がっぺい

して新村が発足
ほっそく

しました。その後、昭和２９年（１９５４）８月に松本市と合併
がっぺい

して、現在
げんざい

に至
いた

っています。 

新村地区は、松本市のほぼ中央にあり、東経
とうけい

１３７度５

４分、北緯
ほ く い

３６度１３分（旧新村役場跡
あと

の標 柱
ひょうちゅう

）に位置
い ち

しています。標高
ひょうこう

は約６１５メートル前後、北側を流れ

る梓川がつくった扇状地
せんじょうち

と河岸
か が ん

段丘
だんきゅう

にあり、西から東に

向かって緩
ゆる

やかに傾斜
けいしゃ

しています。 

面積
めんせき

は、約４.５９平方キロメートル、

東西約３.４キロメートル、南北約１.９

キロメートル、新村堰
せぎ

、芝沢
しばざわ

堰、栗林
くりばやし

堰、

榑
くれ

木
き

川とその分水
ぶんすい

による豊富
ほ う ふ

な水に恵ま

れた、水田
すいでん

が広がる豊かな田園
でんえん

地帯
ち た い

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新村ってどんなところ？ 

新村地区の概要
がいよう

 

新村地区 

松本市 

１

地区の位置
い ち

 

 

地区からの眺望
ちょうぼう

（美ヶ原方面） 

地区全体図 
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地区を東西に、国道１５８号線とアルピコ

交通
こうつう

上
かみ

高地
こ う ち

線
せん

が、西側の地域を南北に、主要
しゅよう

地方
ち ほ う

道
どう

松本
まつもと

環状
かんじょう

高家
た き べ

線
せん

（県道４８号線）が走

り、交通の要衝
ようしょう

となっています。また、統合に

よって小学校も中学校も、その跡地
あ と ち

を残すのみ

ですが、地区の中央には、地域づくりセンター

（出 張 所
しゅっちょうじょ

・公民館
こうみんかん

・福祉
ふ く し

ひろば）、ＪＡ新村支

所、新村保育園、松本大学・松商短期大学部の

キャンパス、児童センターなどがあります。 

 

 

 

 

 

 

新村地区のさまざまな文化財は、令和３年（２０２
ぶ ん かざい

１）“まつもと文化遺産”に「野
の

麦
むぎ

街道
かいどう

と集落
しゅうらく

と集落

を結ぶ里
り

道
どう

～交通の要衝として発展
はってん

を遂
と

げたあたらし

の郷～」として、認められました。その保存と活用に

よる地域
ち い き

づくりが期待
き た い

されます。 

 

 

 

 

 

地区内を走るアルピコ交通上高地線 

地域に根差
ね ざ

した教育を行う 

松本大学 

新村堰上新
かみにい

分
ぶん

水工
すいこう

 

まつもと文化遺産パンフレット 根石
ね い し

の道標
どうひょう

と道祖神
どうそじん
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 上新東
かみにいひがし

、上新
かみにい

西
にし

、根石
ね い し

、安塚
やすづか

、山王
さんのう

、南新中
みなみにいなか

、南 新 東
みなみにいひがし

、東 新
ひがしにい

、北新中
きたにいなか

、北新
きたにい

南
みなみ

、北新
きたにい

西
にし

、

北新東
きたにいひがし

、下新南
しもにいみなみ

、下新北
しもにいきた

の１４町会に分かれて活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世帯数
せ た い す う

と人口
じ ん こ う

のうつりかわり 

新村の町会
ち ょ う か い

 

町会の位置 

上新西 

上新東 

北新西 

北新東 

下新北 

安塚 根石 

山王 

南新中 

北新中 

南新東 東新 

下新南 北新南 

Ｎ 

年
（西暦）

明治９年
（１８７６）

大正９年
（１９２０）

昭和２９年
（１９５４）

昭和４０年
（１９６５）

平成１０年
（１９９８）

令和４年
（２０２２）

できごと
新村の発足

２年後
第１回

国勢調査
松本市と合併 高度経済成長期

長野冬季
オリンピック

１月

世帯数
（単位：世帯）

406 530 608 645 1,123 1,315

総人口
（単位：人）

1,859 2,685 3,313 2,991 3,638 3,164

男
（単位：人）

939 1,338 1,617 1,395 1,789 1,525

女
（単位：人）

920 1,347 1,696 1,596 1,849 1,639
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１ 扇状地
せんじょうち

と灌漑
かんがい

用水
ようすい

 

新村は梓川による浸 食
しんしょく

、運搬
うんぱん

、堆積
たいせき

の働き

で形成
けいせい

された波田西部を扇
せん

頂
ちょう

に松本市街地
し が い ち

を扇
せん

端
たん

とする大扇状地
だいせんじょうち

の中程
なかほど

にあります。大

扇状地は波田地域に残る４つの河岸
か が ん

段 丘
だんきゅう

（波田面、森口面、上海
かみかい

渡
と

面、押
おし

出
で

面）から

なっています。その段丘面の堆積物
たいせきぶつ

は新村地

域に入ると、大部分は最も新しい段丘面（押

出面）の堆積物
たいせきぶつ

に覆
おお

われています。 

主に扇
せん

央
おう

部分を住 民
じゅうみん

集 落
しゅうらく

が占
し

め、周辺部
しゅうへんぶ

および扇端部
せんたんぶ

に向かって農耕地
のうこうち

が広がっています。

扇状地は砂礫
さ れ き

の厚
あつ

い堆
たい

積層
せきそう

で、山地
さ ん ち

に降った雨は地下に潜
もぐ

り伏 流
ふくりゅう

水
すい

となり、扇端部で湧水
ゆうすい

とな

り出現します（松本市街地）。昔の新村地域では水田
すいでん

開発
かいはつ

に灌漑
かんがい

用水
ようすい

の確保
か く ほ

で大変な苦労
く ろ う

があっ

たと言われています。現在は、先人の努力の結果上図のような、大きな灌漑用水路（新村
にいむら

堰
せぎ

、芝沢
しばざわ

堰、栗 林
くりばやし

堰、榑
くれ

木
き

川）が開発され、これらの水路からはさらにＵ字溝の小川が分水され、豊富

な用水が確保
か く ほ

されています。 

２ 天 井
てんじょう

川
がわ

 

新村の堰は 流
りゅう

路
ろ

勾配
こうばい

が緩
ゆる

やかなために上流から運ばれた砂礫が川底
かわぞこ

に堆積します。農業や生

活用水の確保のため、砂礫を除去する作業が行われ、それらは川の縁に積み上げられ、川
かわ

縁
ぶち

は高

い堤防
ていぼう

になりました。それでも川床は次第に高くなって周辺の平野部
へ い や ぶ

より高い川になります。こ

のような川を天井川と言います。昔は天井川が各所にありました。昭和５３年（１９７８）頃に

行われたほ 場
じょう

整備
せ い び

事業
じぎょう

でなくなり、芝沢小学校や下新南区にその一部の名残
な ご

りがみられます。

新村地域の河岸段丘と用水 

残っている高綱堰の左岸の一部 残っている芝沢堰の一部 

新村の自然～地理的
ち り て き

特徴
とくちょう

～ 

榑木川 

河
岸
段
丘
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１ 水田で減少した生物 

（１）動物（水生昆虫・トノサマガエルなど） 

トノサマガエルが激減
げきげん

した理由は、水田が一年ごとに麦
むぎ

畑
ばたけ

や豆
まめ

畑
ばたけ

に代わり、除草剤
じょそうざい

などでオ

タマジャクシの育つ場所や、餌
えさ

になるものが少なくなったからです。アメンボウは足の毛やそこ

から分泌
ぶんぴつ

する油の表 面
ひょうめん

張 力
ちょうりょく

で軽快
けいかい

に泳ぐことができます。最近の水は界面
かいめん

活性剤
かっせいざい

（洗剤・石鹸
せっけん

など）が含まれ表面張力が弱くなるために泳げなくなり溺
おぼ

れてしまい、アメンボウは少なくなっ

てきています。 

 

 

 

 

 

 

（２）植 物
しょくぶつ

（オモダカ、タカサブロ、キカシグサ、コナギなど） 

水田の雑草（オモダカ、タカサブロ、キカシグサ、コナギなど）は、除草剤の利用で激
げき

減
げん

し、

重労働
じゅうろうどう

の「田の草とり」の作業はなくなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トノサマガエル オタマジャクシ アメンボウ 

オモダカ タカサブロ 

キカシグサ コナギ 

生
せ い

物相
ぶ つ そ う

の変化（少なくなった生物と増えてきた生物） 
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２ 田畑
た は た

の畦
けい

畔
はん

の 植
しょく

物相
ぶつそう

が変化した 

昭和２０年（１９４５）以降、外来植物であるイネ科のイヌムギ、カモガヤ、ナガハグサなど

が牧草として輸入され、激増しました。増えた原因のひとつには草刈り機の普及
ふきゅう

があります。草

刈りの後、分裂
ぶんれつ

組織
そ し き

の位置の関係で、広葉
こうよう

雑草よりイネ科の方が生 長
せいちょう

が早いです。そのため、

広葉雑草
ざっそう

は伸長生長競 争
きょうそう

に負けてしまうのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 気象
きしょう

現 象
げんしょう

と植 生
しょくせい

 

大気中
たいきちゅう

の二酸化炭素
に さ ん か た ん そ

（ＣＯ２）は光合成
こうごうせい

に不可欠
ふ か け つ

な物質ですが、増加し過ぎると温室
おんしつ

効果
こ う か

ガス

となって地球温暖化の原因となり、植生ばかりでなく、様々な悪
あく

影 響
えいきょう

を地球上にもたらしてい

ます。最近、今までに見慣
み な

れない野草
や そ う

が目立つようになりました。例えば、マルバルコウ、バラ

モンジン、コセンダングサなど、新村のような比較的低温期間の長い地方にも、これらの熱帯
ねったい

や

亜熱帯
あねったい

に生育する植物が繫茂
は ん も

するようになったのは温暖化の一例と言えます。 

 

 

 

 

 

何回草刈りをしても、生長が早い

イネ科の雑草は繁茂
は ん も

する。 

イヌムギ カモガヤ ナガハグサ 

除草剤散布の多い土手は、 

除草剤で地上部は枯
か

れるが、 

スギナは根茎
こんけい

が残る。 

マルバルコウ バラモンジン コセンダングサ 
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新村の地は、四方
し ほ う

を高い山に囲まれた松本盆地
ぼ ん ち

（標高６ 

００メートル前後）の中の平坦地
へいたんち

にあります。支所の緯度 

は北緯３６度１３分の位置にあります。したがって、松本 

盆地の気候がほぼ新村の気候と考えてよいでしょう。その 

新村の気候のおもな特徴をあげれば、 

１ 標高が高く冷 涼。
れいりょう

２ 春先は乾燥
かんそう

し、南西の風が強く吹く。 

３ 一日や一年のうちで気温差が大きい。 

４ 冬は降雪量
こうせつりょう

が少なく乾燥して寒い。春先（３月） 

に意外と雪が多い。 

５ 年間の降水量は少ない。（５・６・７・９・１０月 

は比較的降水量が多い） 

以上のようなことなどが言えます。この頃は気候
き こ う

変動
へんどう

の出現が多くみられます。 

新聞やニュースで「数十年に一度」「経験したことのない大雨」「線 状
せんじょう

降水帯
こうすいたい

で大雨」「熱波
ね っ ぱ

で山火事」「大気
た い き

の川 ２０００キロメートル」などの言葉が盛
さか

んに出てきています。私たち

は今気候変動に直面し、今までにないような災害が目の前で起こってきています。この気候変

動をより極 端
きょくたん

にしたのは、地球
ちきゅう

温暖化
おんだんか

ガスとされています。人が今までしてきたことが、大

気や海、陸地
り く ち

を温暖化にしてしまったのです。今世界では地球温暖化ガスの出す量を減らそう

と、さまざまな運動・取り組みが始まっています。私たちも一人一人が身の回りでできること

を見つけ、すぐにでも取り組んでいきましょう。このことが地球を守ることにつながります。 

どうしてこんなに大雨
お お あ め

が降り、災害
さ い が い

が起こるのでしょうか？ 

令和３年（２０２１）８月大雨による梓 川
あずさがわ

右岸
う が ん

堤防
ていぼう

浸 食
しんしょく

 

新村の気候
き こ う

 

松本盆地 
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新村にはいつ頃から人が住み始め、ムラはどう変わってきたのでしょうか？ 

今から約５万年前～約１２００年前頃（旧石

器時代・縄 文
じょうもん

時代・弥生
や よ い

時代・古墳
こ ふ ん

時代・奈良
な ら

時代）新村地区では、人が生活した跡
あと

（遺跡
い せ き

）

がみつかっていませんので、住みついていたか

はわかりません。近くの地区では、生活の跡
あと

が

みつかっているので、これからの調査でみつか

れば、住んでいたことがわかります。 

古墳時代の終わり頃（７世紀後半～８世紀前半）の古墳群がみつかりました。安塚
やすづか

古墳群と

秋葉
あ き ば

原
はら

古墳群の２つです。この墓に 葬
ほうむ

られた人はムラの有力者
ゆうりょくしゃ

（財 力
ざいりょく

・権 力
けんりょく

・開発力など力

を持った人）でムラの背後
は い ご

の丘
おか

や開拓
かいたく

していない土地にムラの墓地
ぼ ち

として古墳を造りました。 

古墳といっしょに出てきた物（遺物
い ぶ つ

）は、金環
きんかん

・帯
おび

金具
か な ぐ

・ 

直
ちょく

刀
とう

・勾玉
まがたま

などです。また、須恵
す え

器
き

の土器、鉄器など 

や、墓
ぼ

址群
し ぐ ん

などもみつかりました。秋葉原古墳群は安塚 

古墳群と一帯のものと考えられます。有力者を長
おさ

とする 

小さなムラ（荒田
あらた

郷
ごう

？）ができ始めてきていたと考え 

られます。 

新村地区のあゆみは… ２

安塚古墳群 第８号墳の発掘のようす 

移築
い ち く

復元
ふくげん

した秋葉原第１号墳 安塚８号墳の出土遺物 

（金環・帯金具など） 

新村のむかし 

原始
げ ん し

時代・古代
こ だ い
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中世の８世紀後半から１５世紀後半（今から約６００年前）頃の遺跡（松本大学周囲）が発掘
はっくつ

され、ムラのあとや生活の跡などがみつかりました。約１０００年前の１０世紀後半から１１世

紀前半頃の、小さな掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

址
し

や碁盤
ご ば ん

の目のように掘られた用水路（区画
く か く

溝
みぞ

）が確認されま

した。区画溝による領主層の館
やかた

とわかりました。 

１１世紀後半から１３世紀前半頃の竪穴
たてあな

住居址や掘立柱建物址、ピット群（穴）・土器
ど き

（青磁
せ い じ

や白磁
は く じ

など）、土坑
ど こ う

（墓穴）などが堀り出されました。大きな力をもった領主層とムラ人が住ん

でいたことがわかりました。 

１３世紀後半から１５世紀後半（鎌倉
かまくら

時代）

には、人工的な方形区画の開拓地
かいたくち

に用水路を引

くことにより開発された（条里
じょうり

の開発）ムラで

あるとわかってきました。そして市内最大の大

きさの大型掘立柱建物を持ち、区画溝を持った

１軒の屋
や

敷地
し き ち

を構
かま

えた新たな領主層（有力者）

が出て、大きなムラ（大井
おおい

郷へ？）となってい

ったと考えられます。 

                            

 

 

 

 

 

 

 

近府
き ん ぷ

春
はる

近
ちか

領としての新村南 方
みなみかた

・・・開発領主の公 領
こうりょう

 

「信濃国筑摩
し な の こ く ち く ま

郡
ぐん

春
はる

近領
ちかりょう

塩尻
しおじり

東西
とうざい

・小池東西・新村南方・・・」

と応
おう

永
えい

７年（１４００）の文書に出てきます。新村南方は、

現在の南新と東新です。左の図をみると、国府
こくふ

があった松本

近辺に置かれていたので「近府春近領」といいました。新村

南方は諏訪下社
すわしもしゃ

にも属
ぞく

していて、御 柱
おんばしら

・若宮
わかみや

造営
ぞうえい

役などを

つとめており、新村北方もありました。天
てん

正
しょう

１０年（１５

８２）の頃から２つのムラに分かれていたと考えられます。 

下新・東新の条里的区割 新村遺跡第６号掘立柱建物址（大型） 

 

中世
ちゅうせい

・平安
へ い あ ん

時代・鎌倉
か ま く ら

時代・室町
む ろ ま ち

時代…大きなムラから新たな領主
りょうしゅ

が 

近府
き ん ぷ

春
はる

近
ちか

領の位置図 
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 正 保
しょうほう

４年（１６４７）の国
くに

絵図
え ず

をみると、

新村は南新村（４６１石
こく

余
あまり

）と北新村（８

４５石余）の２か村（赤矢印）のみです。 

近世は、松本藩嶋
しま

立組
だちぐみ

（今の島立・新村・

波田・神林の一部の地）の中にありました。 

下の略図
りゃくず

をみると、延宝
えんぽう

２年（１６７４）

に東新村は南新村から、上新村と下新村は

北新村から分村
ぶんそん

していることがわかりま

す。新たな田畑
た は た

などの開発により検地
け ん ち

を行

い、村の体制
たいせい

ができあがり、分村し立村
りっそん

とな

りました。５か村の誕 生
たんじょう

です。５か村は、

明治７年（１８７４）まで続きます。その後、

５か村が一つになり新村になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、小野神社と岩崎神社は、いつ造られたのでしょうか 。松本藩
はん

編 集
へんしゅう

の書『信府
し ん ぷ

統記
と う き

』に

よりますと、両神社は仁
にん

寿
じゅ

３年（８５３）頃（平安時代はじめ）に造られたと伝
つた

えられています。

この頃は秋葉原古墳群（遺跡）や新村遺跡の掘立柱建物址に示されたように小さなムラができ始

め、区画溝による領主層の館ができる時期と重なります。新村遺跡をはさんで、両神社があるこ

とは興味深いことです。 

 

 近世・近代の新村のあゆみ略図 

正保４年（１６４７）の国絵図より 

近世・近代・江戸
え ど

時代・明治
め い じ

時代～昭和
し ょ う わ

時代の新村 
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江戸時代には、寺子屋
て ら こ や

や 塾
じゅく

が子どもたちに読み書きなど教えていました。明治
め い じ

５年（１８７

２）「邑
むら

に不学
ふ が く

の戸
こ

なく 家に不学の人なからしめんことを期
き

す」と学制
がくせい

発布
は っ ぷ

があり、翌年、南新

村の法伝寺
ほうでんじ

跡に「作新
さくしん

学校」が開校されました。大正
たいしょう

４年（１９１５）には「新村小学校」の新

校舎が落成し、閉校までに３,８００名ほどの卒業生を送り出しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新築当時の新村小学校校舎（大正４年頃）と校歌（作詞：浅井洌
あさいれつ

） 

新村に小学校はいつからあったの？ 

新新
村村
小小
学学
校校  

校校
歌歌  

一一  

千千
町町

ち
ま
ち

のの
小小
田田

お

だ

のの
八八
束束

や
つ
か

穂穂ほ

のの  

  
  

秋秋
はは
黄黄
金金

こ
が
ね

のの
波波
寄寄

な
み
よ

すす
るる  

  
  

賑賑
に
ぎ
わ

ひひ
しし
るる
きき
新新に

い

のの
里里さ

と  

  
  
  

里里
はは

豊豊
ゆ
た
か

にに
家家い

え

とと
めめ
ばば  

  
  

学学
びび

怠怠
お
こ
た

るる
子子こ

等等ら

もも
なな
しし  

二二  

学学
びび
のの
道道
もも
人人
業業

ひ
と
わ
ざ

もも  

  
  
  

御御
代代

み

よ

のの

光光
ひ
か
り

にに

伴伴
と
も
な

ひひ
てて  

  
  

進進
むむ
ああ
ゆゆ
みみ
のの
早早
けけ
れれ
ばば  

  
  
  

昨昨
日日
はは
今今
日日
のの
昔昔
ぞぞ
とと  

  
  

日日
ごご
とと

新新
あ
ら
た

にに
はは
げげ
むむ
べべ
しし  

三三  

乗乗の
り

鞍鞍く
ら

嶽嶽だ
け

にに
朝朝
日日

あ
さ
ひ

照照て

りり  

  
  
  

梓梓
あ
ず
さ

のの
川川
にに
夕夕
日日

ゆ
う
ひ

照照て

るる  

  
  

雄雄
々々

お

お

しし
くく
清清き

よ

きき
山山
川川

や
ま
か
わ

のの  

  
  
  

心心
をを
人人
のの
心心
にに
てて  

  
  

学学
べべ
学学
びび
のの
窓窓ま

ど

のの
友友と

も  

学校のうつりかわり 

小学校のうつりかわり 

新
村

に

い

む

ら

が
松
本
市

ま

つ

も

と

し

と
合
併

が

っ

ぺ

い

、

「

松
本

ま

つ

も

と

市
立

し

り

つ

新
村

に

い

む

ら

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

と
な
る
。

１６年
（１９４１）

２０年
（１９４５）

２９年
（１９５５）

南
新
村

み

な

み

に

い

む

ら

の
法
伝
寺
跡

ほ

う

で

ん

じ

あ

と

に
「

作
新
学
校

さ

く

し

ん

が

っ

こ

う

」

が
開
校

か

い

こ

う

さ
れ
る
。

同
年

ど

う

ね

ん

「

新
村

に

い

む

ら

学
校

が

っ

こ

う

」

と
改
名

か

い

め

い

さ
れ
る
。

「

新
村

に

い

む

ら

尋
常

じ
ん
じ
ょ

う

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

と
改
名

か

い

め

い

さ
れ
る
。

「

新
村

に

い

む

ら

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

が
開
校

か

い

こ

う

さ
れ
る
。

２
階
建

か

い

だ

て

、

双そ

う

塔と

う

は
４
階
建

か

い

だ

て

の
新し

ん

校
舎

こ

う

し

ゃ

が
落
成

ら

く

せ

い

さ
れ
る
。

立
派

り

っ

ぱ

な
校
舎

こ

う

し

ゃ

で
見
学
者

け

ん

が

く

し

ゃ

が
多お

お

く
訪

お
と
ず

れ
た
。

学
校

が

っ

こ

う

令れ

い

発
令

は

つ

れ

い

の
た
め
、
「

新
村

に

い

む

ら

国
民

こ

く

み

ん

学
校

が

っ

こ

う

」

と
な
る
。

３
月が

つ

に
、

東
京
都

と

う

き

ょ

う

と

世
田
谷
区

せ

た

が

や

く

奥
沢

お

く

さ

わ

国
民

こ

く

み

ん

学
校

が

っ

こ

う

の
学
童

が

く

ど

う

が

集
団

し
ゅ

う

だ

ん

疎
開

そ

か

い

す
る
。

明治時代

主
な
で
き
ご
と

４６年
（１９７１）

４年
（１９１５）

大正時代 昭和時代
時
代 ６年

（１８７３）
２１年

（１８８８）
２５年

（１８９２）

児
童

じ

ど

う

の
完
全

か

ん

ぜ

ん

給
食

き
ゅ
う
し
ょ
く

が
開
始

か

い

し

す
る
。

児
童

じ

ど

う

が
減
少

げ
ん
し
ょ

う

し
、

新
村

に

い

む

ら

と
和
田

わ

だ

の
両

り
ょ
う

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

が
統
合

と

う

ご

う

し
て
、

「

松
本

ま

つ

も

と

市
立

し

り

つ

芝
沢

し

ば

さ

わ

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

と
な
る
。

「

新
村

に

い

む

ら

尋
常
高
等

じ

ん

じ
ょ

う

こ

う

と

う

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

と
改
名

か

い

め

い

さ
れ
、

北
新

き

た

に

い

(

現げ

ん

松
本

ま

つ

も

と

大
学

だ

い

が

く

)

の
敷
地

し

き

ち

に
移
転

い

て

ん

さ
れ
る
。

２２年
（１９４７）

太
平
洋

た

い

へ

い

よ

う

戦
争

せ

ん

そ

う

後ご

、
「

新
村

に

い

む

ら

立り

つ

新
村

に

い

む

ら

小
学
校

し
ょ

う

が
っ

こ

う

」

と
な
る
。

３０年
（１９４５）
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昭和５２年（１９７７）松商学園短期大学が移転
い て ん

、 

開校しました。在学生が増加して手狭
て ぜ ま

になり、移転先

として最適
さいてき

な新村小学校跡に建てられました。 

４年制大学設立の要望
ようぼう

が高まり、平成１４年（２０

０２）４月に松本大学が開校しました。 

 現在は「新村小学校の跡」の記念
き ね ん

碑
ひ

はありますが、当

時を偲
しの

ぶものは 桜
さくら

の木だけになってしまいました。 

 

 

 

昭和２２年（１９４７）学校制度が「６・３制」

に変わり、「新村中学校」が発足
ほっそく

しました。 

昭和２８年（１９５３）新村、和田、島立の組

合立「高綱
たかつな

中学校」が開校されました。 

昭和２９年（１９５４）松本市と合併して、「松

本市立高綱中学校」となり、現在にいたります。 

 

 

 

昭和２９年（１９５４）専称寺に新村保育園

が開園されます。園児は８０名ほどでした。 

昭和３６年（１９６１）４月に新村中央保育

園として北新の現在地に開園されました。 

 開園当初の保育料は１日２回のおやつ代を

含め、月額３００円などと定めていました。 

しかし、保育料では 賄
まかな

い切れず、同年１１月

に保育料が５００円に改められました。 

昭和３０年頃の木造校舎の高綱中学校 

新村保育園 専称寺にて開園 

新村小・中学校のあとは何が建てられたの？ 

中学校はいつからあったの？ 

専称寺
せんしょうじ

のところに保育園があったの？ 

新村小学校跡の碑 
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１ 道・橋 

新村公民館で作成した「新村かるた」に「○ま 曲が

りくねり 村をつないで飛騨
ひ だ

街道
かいどう

」とあります。飛騨

街道（明治２０年頃より野麦街道）は、松本と飛騨高

山を結ぶ県道で、古くから信濃の国府
こ く ふ

（松本）と飛騨

の国府（髙山）を結ぶ重 要
じゅうよう

な古道
こ ど う

でした。曲がりく

ねった道は、道や川を碁盤
ご ば ん

の目のように張りめぐら

し、計画的に田畑を開発したためと思われます。 

曲がりくねった道では、荷車
にぐるま

や馬車
ば し ゃ

が通るようになると不都合
ふ つ ご う

が 生
しょう

じました。そのうえ県道

といっても道幅９ 尺
しゃく

（２.７メートル）では広い道とはいえません。大正５年（１９１６）頃、

旧野麦街道を残して新たに直道
すぐみち

にする工事が始まりました。今の国道の前身です。新しい県道野

麦街道の道幅

みちはば

は広げられ、直道となりましたが、年々自動車が多くなり、でこぼこの砂利
じ ゃ り

道
みち

から

砂
すな

埃
ぼこり

が 煙
けむり

のように立ちました。国道１５８号が舗装
ほ そ う

されたのは、昭和４１年（１９６６）頃で

した。道路は自動車の増加により拡
ひろ

げられ、舗装されるなど都合よくなりました。旧野麦街道の

道筋は所々
ところどころ

に残されています。 

明治３４年（１９０１）新村役場の「道と橋調べ」によると、中村道・高綱道らの『里
り

道
どう

』（村

で管理）が２１道
どう

、里道に架
か

かる橋が１５９ 橋
きょう

。『耕
こう

道
どう

』（田んぼ道、利用者で管理、耕道の数

不明）に架かる橋が９４橋。『県道野麦街道』に架かる８橋をも合わせると２６１橋となり、大

部分が木の橋でした。新村で管理する里道の内訳は、１等里道（主要な村道）が８道、２等里道

が１３道となります。それぞれの里道には、名前が付いています。このテキストの３４・３５ペ

ージの「新村地区マップ」で里道を調べてみましょう。 

「新村かるた」に「○は 橋もない 昔の梓川 渡し舟」とあります。上新～大妻
おおづま

間に渡し舟
ぶね

が

通るようになったのは天保
てんぽう

６年（１８３５）のことで、それ以前は人も馬も歩いて渡りました。 

明治４０年（１９０７）に待望
たいぼう

の 倭
やまと

橋
ばし

が架か

りました。木の橋のため大水
おおみず

がでるたびに傷
いた

みま

した。昭和３４年（１９５９）に倭橋は、長野県

一の長いコンクリートの永久橋となりました。 

平成
へいせい

８年（１９９６）には架け替え工事で橋の

幅が今までの２倍の１２.５メートルとなり、大

型車が対面通行でき、両側に歩道も付けられまし

た。橋も車の普及
ふきゅう

と大きな関わりがあります。  大型車も対面通行できる倭橋 

交通のうつりかわり 

北新東の三叉
さ ん さ

路
ろ

左：中村道 右：野麦街道 
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２ 地域の交通 島々線（上
かみ

高地
こうち

線） 

新村地区には上高地線が走っています。わたしたち

の生活に欠かせない上高地線は、いつ何のためにでき

たのでしょう。 

交通手段が「徒歩
と ほ

、牛馬
ぎゅうば

」から大正期になると各地

では鉄道の運行が始まりました。また、日本アルプス

への登山者の増加や、梓川水系
すいけい

での発電所建設の資材
し ざ い

運搬
うんぱん

など鉄道敷設
ふ せ つ

は急務
きゅうむ

でした。そして、地域の人た

ちの生活が便利になることも大切なことで、これらが

鉄道開通の背景
はいけい

でした。 

 

 

 

地域の人たちの生活を便利で豊かにしようと、実業家の

上 條
かみじょう

信
まこと

は鉄道を敷
し

くために動き始めました。 

しかし、鉄道は地域の人たちの賛成
さんせい

がなければいけませ

ん。また、線路を敷く土地がなければできません。 

大正４年（１９１５）から国に３回お願いをして、大正

８年（１９１９）にやっと許可され、筑摩
ち く ま

鉄道株式会社（現

アルピコ交通）をつくり、開通へ向け動き出しました。 

 

 

島々
しましま

線
せん

の工事は大正９年（１９２０）から始まり、翌

年には松本から新村までが開通、大正１１年（１９２２）

に島々駅まで、 驚
おどろ

くほど短い時間で完成しました。 

島々線が出来ると、新村駅の付近には料理屋
りょうりや

・旅館
りょかん

・

写真館
しゃしんかん

、銭湯
せんとう

などが建ち並び、賑
にぎ

やかになりました。松

本の街までわずか１５分ほどで行けるようになり、米・

リンゴ・生糸
き い と

などもより「多く・早く・楽に」運べるよ

うになりました。また、上高地や北アルプスなどへ観光
かんこう

 

や登
と

山
ざん

をする人にも便利となりました。 

島々線（上高地線）工事のようす 

波田～島々間 

新村にあった本社で開業のお祝い行事 

鉄道博物館（大宮）に 

移管
い か ん

されたハニフ１号 

島々線（上高地線）が開通するまで 

工事・そして開通 
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 わたしたちの暮らしに欠かせない上高地線は、新村

の南新で明治１７年（１８８４）に生まれた、上條信が

中心になって敷きました。 

 信は小さい頃から、人のために役立つ生き方をしな

さいと教えられて育ちました。優しくしっかりした考

えをする青年に育った信は、大学を卒業する頃から、人

のために役立ちたいと強く思うようになりました。 

新村の村長や県会議員などを経験する 傍
かたわ

ら、東筑
とうちく

電気
で ん き

株式会社をつくり、新村をはじめ梓川右岸の村に

電気を引きました。他にも新聞社や映画会社など多くの

会社をつくり、活躍
かつやく

しました。 

信はその後も地域のために働き、昭和２６年（１

９５１）に７６歳で亡くなりました。信が力を尽
つ

くした島々線は昭和３０年（１９５５）に上高地

線と名前を変え、現在も地域の人を乗せて走り続

けています。信が島々線（上高地線）を敷いてから

令和３年（２０２１）で１００年を迎えました。信

は、頌
しょう

徳
とく

碑
ひ

（功績
こうせき

をたたえる碑）から今でも上高

地線をみつめています。 

 

 

 

写真 

新村駅東側にある頌徳碑 

人のために役立つ仕事をした上條信 

現在の新村駅舎 

島々線（上高地線）ができた後も 

島々線（上高地線）を敷いた上條信 

旧新村駅舎
えきしゃ

 

上條信の年表 

新
村

に

い

む

ら

の
自
宅

じ

た

く

に
て
逝
去

せ

い

き

ょ

。
(

享き
ょ
う

年ね

ん

七
十
六

な
な
じ
ゅ

う
ろ
く

歳さ

い

)

明治

早
稲
田

わ

せ

だ

大
学

だ

い

が

く

予
科

よ

か

修
了

し
ゅ
う
り
ょ
う、

新
村

に

い

む

ら

へ
帰
郷

き

き
ょ

う

。

20年
1945

筑
摩

ち

く

ま

酒
造

し
ゅ

ぞ

う

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

か

い

し

ゃ

の
社
長

し
ゃ
ち
ょ
う

に
就
任

し
ゅ
う
に
ん

。

東ひ
が
し

筑
摩

ち

く

ま

郡ぐ

ん

新
村

に

い

む

ら

で
出
生

し
ゅ
っ
し
ょ
う

松
本

ま

つ

も

と

中
学

ち
ゅ
う
が
く

卒
業

そ
つ
ぎ
ょ
う

、

早
稲
田

わ

せ

だ

大
学

だ

い

が

く

予
科

よ

か

入
学

に
ゅ
う
が
く

。

新
村

に

い

む

ら

村
長

そ
ん
ち
ょ
う

に
な
る
。

長
野
県

な

が

の

け

ん

議ぎ

会か

い

議
員

ぎ

い

ん

に
初
当
選

は

つ

と

う

せ

ん

。

2年
1913

4年
1915

5年
1916

東
筑

と

う

ち

く

電
気

で

ん

き

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

が

い

し

ゃ

を
創
立

そ

う

り

つ

。

13年
1924

浅
間

あ

さ

ま

線せ

ん

松
本

ま

つ

も

と

〜

浅
間

あ

さ

ま

温
泉

お

ん

せ

ん

間か

ん

開
通

か

い

つ

う

。

島
々

し

ま

し

ま

線せ

ん

松
本

ま

つ

も

と

〜

新
村

に

い

む

ら

間か

ん

開
通

か

い

つ

う

。

筑
摩
商
事
株
式
会
社

ち

く

ま

し

ょ

う

じ

か

ぶ

し

き

が

い

し

ゃ

を
創
立

そ

う

り

つ

。

26年
1951

時
代 17年

1884
36年
1893

38年
1895

9年
1920

昭和大正

10年
1921

11年
1922

衆
議
院
議
員

し

ゅ

う

ぎ

い

ん

ぎ

い

ん

に
初は

つ

当
選

と

う

せ

ん

。

筑
摩

ち

く

ま

電
気

で

ん

き

鉄
道

て

つ

ど

う

の
社
長

し
ゃ
ち
ょ
う

を
辞
任

じ

に

ん

。

新
村

に

い

む

ら

村
長

そ
ん
ち
ょ
う

に
な
る
。

3年
1928

21年
1946

主
な
で
き
ご
と

筑
摩

ち

く

ま

鉄
道
株
式
会
社

て

つ

ど

う

か

ぶ

し

き

が

い

し

ゃ

を
創
立

そ

う

り

つ

。

松
本

ま

つ

も

と

自
動

じ

ど

う

車し
ゃ

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

が

い

し

ゃ

を
買か

い
取と

り
、

筑
摩

ち

く

ま

自
動
車

じ

ど

う

し

ゃ

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

が

い

し

ゃ

と
す
る
。

筑
摩

ち

く

ま

鉄
道

て

つ

ど

う

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

が

い

し

ゃ

の
社
名

し
ゃ

め

い

を

筑
摩

ち

く

ま

電
気

で

ん

き

鉄
道

て

つ

ど

う

株
式

か

ぶ

し

き

会
社

か

い

し

ゃ

に
改
称

か
い
し
ょ
う

す
る
。
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１ 農業 

高度
こ う ど

経済
けいざい

成 長
せいちょう

〔昭和３０年（１９５５）～昭和４８年（１９７３）〕は農村の新村に、さまざ

まな影 響
えいきょう

をもたらしました。安定した収入を求めて、農業の担
にな

い手の男たちが勤めに出るよう

になり、新村地区でも専 業
せんぎょう

農家数が半分となりました。農業が主の兼 業
けんぎょう

農家数はあまり変わり

ませんでしたが、農業が 従
じゅう

の兼業農家数は大きく増加しました。 

 

 

水田のほ場整備は、農業担
にな

い手の変化のなかで農業の近代化
きんだいか

を進め、大型機械の導 入
どうにゅう

や

協業化
きょうぎょうか

が必要となりました。それには、狭
せま

くて不整形
ふせいけい

な区画
く か く

の水田を広くし、農道や水路を整備
せ い び

する必要があります。農家の理解を得るため、ほ場整備推進
すいしん

委員会は涙ぐましい努力を続けまし

た。そして、農家の意向
い こ う

も固まり、昭和５３年（１９７８）に「新村土地
と ち

改 良
かいりょう

区
く

」が発足し、

新村地区の県営ほ場整備の工事が開始されました。一足早く発足した「和田
わ だ

・新
にい

土地改良区」は、

昭和４８年（１９７３）からほ場整備事業が行われ、和田と隣接
りんせつ

する耕地
こ う ち

も同時進行で施工
せ こ う

され

て行きました。昭和６３年（１９８８）、巨額
きょがく

を投じた事業によって、狭く不整形な区画の水田

が、広いほ場に生まれ変わり、農道や水路もきれいに整備されました。天井川（芝沢堰、高綱堰）

の土手も取り払われ、景観
けいかん

が大きく広がりました。 

このほ場整備に併せて、第
だい

２次
じ

農業構造
こうぞう

改善
かいぜん

事業
じぎょう

や新農業構造改善事業を取り入れ、昭和５３年（１９

７８）に「和田・新ライスセンター」、「和田・新水稲
すいとう

育 苗
いくびょう

センター」が建設されました。昭和５８年（１

９８３）には「新村ライスセンター」が建設され、さ

らに集落の機械利用組合も設立。トラクター・コンバ

イン・田植え機などの大型機械の導 入
どうにゅう

が進み、近代

化・ 省 力
しょうりょく

化への歩みが始まりました。 

また、農業近代化を後押しするため、農業技術の研究室、施肥
せ ひ

改善のための土壌
どじょう

検査室
けんさしつ

、調理

実習室や会議室を備
そな

えた「新村多目的研修センター」が昭和６０年（１９８５）に設置されまし

た。平成８年（１９９６）に新しい新村公民館が建設されるまでは、公民館活動の拠点
きょてん

としても

利用され、今も盛
さか

んに活用
かつよう

されています。また、集落内の農事
の う じ

の話し合いやコミュニティを進め

るための「集落センター」も設置され、町内公民館としても利用されています。 

大型コンバインでの稲の刈取 

産業のうつりかわり 

ほ場整備で水田農業と農村風景が変わった 
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ほ場整備後３３年が経ち、高齢化や後継者
こうけいしゃ

が

いないなどで農業の継続が困難な農家が増えて

きました。農地を貸したい農家には「県
けん

農地
の う ち

中 間
ちゅうかん

管理
か ん り

機構
き こ う

」が賃貸借
ちんたいしゃく

契約
けいやく

を仲 介
ちゅうかい

し、認定

農業者（要件
ようけん

などを農業委員会が審査
し ん さ

）が借り受

ける制度によって、営農
えいのう

を進めています。また、

農業機械化銀行や機械利用組合、農業法人など

が農作業を請
う

け負
お

い、耕作が継続されています。 

令和３年度現在、新村の認定農業者は、法人が

３団体、個人が１５人です（ＪＡ調べ）。 

食 糧
しょくりょう

増産
ぞうさん

に取り組んだ太平洋戦争後、全国
ぜんこく

米作
べいさく

多収穫
たしゅうかく

品評会
ひんぴょうかい

（米作日本一コンクール）が行

われました。 

米作りに熱心
ねっしん

であった新村では、昭和３１年

（１９５６）に上新の百瀬
も も せ

貫
かん

一
いち

が、昭和３３年（１

９５８）と３９年（１９６４）に下新の北原
きたはら

昇
のぼる

が

日本一に 輝
かがや

いています。 

 

昭和３０年代中頃から昭和４０年代にかけ

て明治以来の養蚕をやめて、代わってスイカの

栽培、カーネーションや洋ラン類の花卉栽培が

盛んになってきました。近年は、ネギなどの野

菜栽培の取り組みもみられます。 

また、果樹
か じ ゅ

園芸
えんげい

では、南新の波多
は た

腰
こし

邦男
く に お

が、

りんごの矮化
わ い か

栽培
さいばい

技術
ぎじゅつ

の開発
かいはつ

に尽くされ、果樹

産業の発展
はってん

に貢献
こうけん

してきました。 

洋ランの栽培風景 

３度も、米作日本一に 

養蚕
ようさん

から野菜
や さ い

・花卉
か き

栽培
さいばい

へ 

多様化する水田農業の担い手 

農業法人が請け負う田植え作業 

馬耕
ば こ う

で水田を深く 耕
たがや

す北原 昇 （当時） 
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２ 商工業 

  明治１０年（１８７６）代、新村を東西に通っている野麦街道に沿
そ

い、根石から下新まで小 

間物、古着・下駄
げ た

・油・駄菓子
だ が し

・豆腐
と う ふ

・青物などを扱う各種
かくしゅ

の店がありました。 

大正期になると、筑摩
ち く ま

鉄道（現アルピコ交通）の開通、野麦街道（現国道１５８号線）の改修
かいしゅう

 

などのインフラ整備が行われ、新村はこの地域の交通の要衝
ようしょう

となり、近郷
きんごう

近在
きんざい

の人々の往来
おうらい

も多くなり、新村駅周辺や下新にはたくさんの商店ができました。新村駅周辺には自転車店、

銭湯
せんとう

、理髪店
りはつてん

、写真館、旅館、菓子・たばこ店、料理飲食店、薬店、肥料
ひりょう

店など多くの出店
しゅってん

が

ありました。下新駅の北、国道沿いにも下図のように多くの店が並び、下新銀座
ぎ ん ざ

と呼ばれまし

た。北新も学校・郵便局・銀行があり野麦街道沿いに菓子・雑貨
ざ っ か

(文房具)・酒・魚・洋品・桶屋
お け や

などの店がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、忘れてはならないのが、新村の製糸業です。明治期に 

は大小１２の製糸所
せいしじょ

がありました。大正期には「東の片倉、西の 

小野」といわれたほど繁栄
はんえい

した甲
こう

信
しん

明社
めいしゃ

(小野製糸)がありまし 

た。製糸業が明治・大正の日本の屋台
や た い

骨
ぼね

を支えたのです。 

現在、新村地区には料理飲食店、建設関係、小売店、製造 

業などがあります。医療機関は内科、小児科、整形外科、 

歯科、整骨院、整体院などがあり、介護施設も複数あります。 

東新の小野製糸場のまゆ蔵 

（平成２９年に解体） 

下新銀座と呼ばれた当時の手書きの地図 

平成２６年（２０１４）下新北巡り資料より 北原 昇 の提供図の模写  
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  明治７年（１８７４）に新村役場が発足し、

昭和２９年（１９５４）に松本市に合併、「松

本市役所新村支所」となりました。その後、昭

和３４年（１９５９）「新村出張所」となりま

した。昭和５６年（１９８１）に松本市の「コ

ミュニティー構想
こうそう

」により和田出張所と統合
とうごう

され「芝沢支所」となりましたが、平成９年（１

９９７）に再び現在地に新村出張所が開設さ

れました。平成２６年（２０１４）４月に「新

村地区地域づくりセンター」となりました。 

 

 

  「新村公民館」は、昭和２３年（１９４８）に開設

され、人々の学び・交流の場づくりにより 絆
きずな

を深め、

地域が活性化するお手伝いをしてきています。 

公民館には以下の専門委員会が活動しています。 

 

 

 

 

 

１ １０月の新村地区市民運動会、１１月の新村文化祭の開催 

２ 公民館報（新
にい

の里）の発行 

  昭和２５年（１９５０）に、あらゆる生活に関係ある記録を

載
の

せて発刊
はっかん

され、現在は隔月
かくげつ

で発刊されています。 

３ 公民館だより「ものぐさ」の発行 

  公民館講座やイベントの情報を毎月紹介しています。 

 

  新村地区地域づくりセンター 

新村の公共施設・地域諸活動は… ３

公民館報の紙面 

新村文化祭 

館報
か ん ぽ う

編集
へんしゅう

委員会 ―― 公民館報の取材と編集 

視聴覚
しちょうかく

委員会 ――― 文化財や地域の記録・撮影・保存 

図書委員会 ―――― 図書コーナーの管理、読書啓発など 

体育委員会 ―――― 新村体育協会と協力 

新村公民館 

新村地区地域づくりセンター 
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「福祉ひろば」は、地域の人々のふれあいの場として、 

平成８年（１９９６）に開設されました。地域の人々が 

生き生きと過ごせるように福祉の拠点
きょてん

として、健康づくり 

や生きがいづくりの活動をしています。 

１ 「（出張）ふれあい健康教室」の開催 

  当番町会の皆さんと高齢者
こうれいしゃ

の方がレクリエーション 

 や脳トレをしたり、保育園児との交流会などでふれあい    

を楽しんでいます。 

２ メンズサロン「パティオ・にいむら」の開催 

  住民有志が立ち上げた男性だけのサロンで、福祉ひ 

ろばを拠点に月１回程度
て い ど

開催
かいさい

しています。音楽を流し、 

おいしいコーヒーを飲みながら、男性同士が気軽に語 

り合える場となっています。 

 

１ 子育てサークル「ひよこの会」 

  地域の子育て中のママさんの情報交換や子どもの新 

 しい友達づくりの場として、昭和６２年（１９８７）に 

発足し活動しています。 

 ２ ホタルを育む会 

  芝沢小学校のせせらぎに飼育
し い く

したホタルの幼虫を放 

し、６月下旬頃からホタルが飛
と

び交
か

う光景
こうけい

が見られます。 

３ 公民館「寺子屋」の開催 

  小学校の子ども達が夏休みの２日間、地域の先生や松本大学の学生と宿題をしたり、レク 

 リエーションを楽しみながら交流します。 

 

  ものぐさ会（公民館登録
とうろく

団体）として、リ・ボーンの会、絵てがみサークル、新村陶芸
とうげい

クラ 

ブ、土
どう

楽会
らくかい

、新村コーラス、ハーモニックＣ、マーブルの会、お茶を楽しむ会、さわらびの会、 

リズム体操、くれき句会、いきいきヨーガ、フィットナチュール、スポーツ吹き矢アルプス支 

部新村、ひよこの会、新村囲碁
い ご

クラブ、あすなろ会、紙遊びの会などが活動しています。 

ふれあい健康教室 

ひよこの会 

パティオ・にいむら 

福祉ひろば 

子どもを育
はぐく

む活動 

ものぐさ会 各団体では参加者を募集しています。希望者は公民館または福祉ひろばまで連絡を。 
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１ プチ送迎
そうげい

ボランティア 

「お医者さんに行きたい」「買い物に行きたい」「車が無い」

「歩くのが辛い」、そんな皆さんを地域の力で支え合う思いか

ら、平成２２年（２０１０）に立ち上がりました。お年寄り

の自宅から一定のエリア内のお医者さんやスーパーなどに送

迎する、新村地区独自
ど く じ

のボランティアシステムです。平成２

９年（２０１７）には総務
そ う む

大臣
だいじん

表 彰
ひょうしょう

を受けるなど、その活動は輝いています。  

２ ものぐさ大学 

 地区住民が公民館や福祉ひろばと協 働
きょうどう

し、講座の内容を自分たちで考える組織として平成１

５年（２００３）に発足しました。現在は、「自然観察会」や「大人の社会見学」、市内３５地区

を巡る「おでかけウォーキング」などを開催しています。 

３ 新村体育協会 

昭和２２年（１９４７）に公民館活動での体育やレクリエーションを担当する目的で設立され

ました。昭和２５年（１９５０）にはスポーツを通した社会教育での活躍で、県下
け ん か

初の文部
も ん ぶ

大臣
だいじん

表 彰
ひょうしょう

を受けました。昭和３２年（１９５７）に地域の皆さんの体力向上と健康
けんこう

増進
ぞうしん

を目的に

再結成
さいけっせい

され、子どもから高齢者まで気軽に参加できることを目標にスポーツ活動をしています。

各種競技大会、ニュースポーツ大会、元旦マラソンなどを開催しています。 

４ 新村文化財保存会 

平成２３年（２０１１）に『新村誌』を編集・執筆
しっぴつ

した８名が発起人
ほっきにん

となり、新村文化財保存

会を立ち上げました。新村地区内の文化財調査・資料の作成や文化財案内板（ 標 柱
ひょうちゅう

）設置、住

民との史跡めぐりや講座などを開催しています。 

５ あたらしの郷協議会 

さまざまな地域課題を解決するために、関係する団体等（３２団体）が「地域の課題を把握し

共有して安心して暮らせる地域づくり」を目的に、平成２７年（２０１５）に設立されました。  

協議会は下記の専門部会により構成され、定期的に意見交換や活動を行っています。 

 

 

 

 

地域振興
しんこう

部会 ――― 地域
ち い き

活性化
かっせいか

の検討
けんとう

、地域課題の把握
は あ く

など 

安全安心部会 ――― 防災や地域見守り活動、安全安心な地域環境整備など 

いきいき部会 ――― 地域福祉の向上、生きがい健康づくりなど 

学びの友部会 ――― 伝統と文化の継 承
けいしょう

活動、世代間
せだいかん

交 流
こうりゅう

活動など 

 

共助の気持ちで 

各種団体の活動 
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１ 岩崎
いわさき

神社 

岩崎神社は諏訪
す わ

大社
たいしゃ

の御祭神
ごさいじん

を奉祭
ほうさい

しています。古くは新村

地区の開発に関わりの深い神を祀
まつ

っていたと思われます。現在

の地に仁
にん

寿
じゅ

３年（８５３）鎮座
ち ん ざ

したと伝えられています。旧梓

川村岩岡
いわおか

の火打岩
ひうちいわ

明神
みょうじん

の鎮座する岩頭
がんとう

が地底
ち て い

で岩崎明神の鎮

座する岩頭と一つになり、神社本殿の下には「岩の先」がある

と伝えられています。かつて境内
けいだい

末社
まつしゃ

として、猿田彦
さるたひこ

社、山神
やまのかみ

社、秋葉
あ き ば

社、八王子
はちおうじ

社が祀られていました。蚕
かいこ

神
がみ

社は現在も祀

られています。         ２ 川
かわ

干
ぼ

しの神事
し ん じ

 

岩崎神社の本祭り（４月２９日）の早朝に、神主
かんぬし

が氏子
う じ こ

総代
そうだい

を先導して栗林堰の取り入れ口に行き、御神酒
お み き

で川を

清め、水を止めて干してある川に入ります。そして、手掴
て づ か

みで魚を捕
と

ります。神事で捕った魚のうち６匹は神前
しんぜん

に

奉納
ほうのう

する品々
しなじな

のうち第一番で、おそなえの中央に置かれま

す。川干しの神事は全国的にも珍しいと言われています。 

今は新村堰でこの神事を行っています。 

３ 小野神社 

信濃二の宮小野神社（塩尻市）御分霊を奉斉
ほうせい

し、現在の地に

岩﨑神社と同年代の仁寿３年（８５３)頃に鎮座
ち ん ざ

したと伝えら

れています。境内
けいだい

には、山王社をはじめ蚕神社、秋葉社、八王

子社、山神社(石碑)などが、末社として祀られています。例祭

時の打ち上げ花火は特に名高
な だ か

く、子どもたちの神輿
み こ し

が町内を

練
ね

り歩き、氏子が全員揃っての賑やかな秋祭りです。
にぎぜんいんそろ

４ 夏越
な ご し

の祓
はらえ

「茅の輪くぐり」 

鳥居
と り い

に設けられた「茅
ち

の輪」をくぐることで罪
つみ

や穢
けが

れを

拭
ぬぐ

い去り、無病
むびょう

息災
そくさい

にして悪疫
あくえき

を免
まぬが

れ、心身ともに清らか

になります。毎年６月下旬に行われ、小野神社でも行われ

ています。 

新村の文化財・祭りは… ４

手掴みでの魚捕り 

岩崎神社本殿 

小野神社本殿 

岩崎神社の茅の輪 

神社 
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浄土宗
じょうどしゅう

 三名山
さんみょうざん

 専称寺
せんしょうじ

 

南新安塚古墳群の東端
とうたん

に、専称寺があります。専称寺は永
えい

禄
ろく

元年(１５５８)北新村中村に創建
そうけん

と伝えられています。

延享
えんきょう

２年（１７４５）に北新村から現在地にうつされまし

た。表参道は高綱道につながり真直ぐで長いです。 

１ 山門 

新寺を東向きに建設したため、彼岸
ひ が ん

に本堂の前に立つと

開かれた山門の中央から太陽が登り、東方に朝日の輝きを

見ることができます。西からは極楽
ごくらく

浄土
じょうど

の夕日がさします。 

専称寺の境内本堂横には立川
たてかわ

流の宮大工
みやだいく

「輪
わ

湖和
こ わ

藤
とう

治
じ

」が

手掛けたといわれる立派
り っ ぱ

な鐘楼
しょうろう

があります。                          

２ 本堂 

専称寺の本堂は１０間
けん

×１０間の大寺です。２０数本に

及ぶ太い柱は北新村から現在地に移築
い ち く

された時のものです。

また、新村地区で廃仏
はいぶつ

毀釈
きしゃく あ

に遭わなかった唯一
ゆいいつ

の寺です。 

本堂には阿弥陀
あ み だ

如来
にょらい

、薬師
や く し

如来
にょらい

、子安
こ や す

地蔵
じ ぞ う

尊
そん

、子育て吞
どん

龍
りゅう

上人
しょうにん

などが安置
あ ん ち

されています。 

吞龍上人は浄土宗の僧です。昭和の初め群馬県大光院
だいこういん

よ

り吞龍上人を勧請
かんじょう

したことから、当山
とうざん

を吞龍様とも呼びま

す。４月の大祭
たいさい

には色々
いろいろ

な催
もよお

しがあり、近在
きんざい

からも大勢の参拝者
さんぱいしゃ

が集まる大変賑やかなお祭り

だったといわれています。また、信州七福神
しちふくじん

巡りの一寺として弁財天
べんざいてん

を祀っています。 

文化
ぶ ん か

１３年(１８１６) に江戸から徳本
とくほん

上人
しょうにん

が専称寺にきて

法話
ほ う わ

を行いました。法話を聞きに来た人は５３００人もいたとい

われています。境内には大きな徳本念仏塔があります。新村地区

には、専称寺、上新西、北新中、下新北、下新南と５基あります。 

３ 北向
きたむき

観音堂
かんのんどう

 

北向観音堂には十一面観音が祀られ、松本三十三か所観音
かんのん

霊場
れいじょう

の十九番札所
ふだしょ

となっています。 

寺院 

彼岸の朝日が昇る 

専称寺山門 

専称寺本堂 

北向観音堂 
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古来
こ ら い

より日本人は山や海、樹木、岩など、

あらゆるものに神が宿
やど

ると考えてきまし

た。「八百万
やおよろず

の神々
かみがみ

」という言葉も、そうし

た日本人の 魂
たましい

や心のあり方と切り離せ

ないものがあると思います。特別に意識せ

ずとも神様と向かい合う行為
こ う い

を古来より

繰り返してきた私たちにとって、神様を知

ることは 自
みずか

らの起源
き げ ん

を知ることにも通じ

るといわれます。 

私たちの身近な生活のなかにも、屋敷
や し き

神
がみ

・

同族
どうぞく

神
しん

などといって先祖
せ ん ぞ

代々
だいだい

から多くの神々

が受け継がれて祀られてきました。屋敷神・

同族神などは屋敷の一角
いっかく

や、屋敷に接した田

畑や山林の 祠
ほこら

で祀られています。一般に祝殿

と呼ばれています。 

北新西の体釼
たいけん

祭
さい

の祭事は旧暦
きゅうれき

９月１９日

と決まっていますが、神主
かんぬし

や同姓の都合で毎

年変わります。当屋(当番の家)は毎年順番で

廻
まわ

し、鳥居の両側に 幟
のぼり

を立て神事を行い、

御神酒
お み き

を頂き終了です。 

下新南諏訪明神の祭りの始まりは正確
せいかく

にはわかりませ

んが、社
やしろ

からは「元禄十三年(１７００) 明和七年(１７

７０)」と書かれた木札が見つかりました。当日は境内を

清掃し、幟を立て連縄張
れんなわばり

を行い、夕方神事を行います。 

北新中の御崎
み さ き

荒神
こうじん

様の祭事は旧正月元旦を祭日と定め

ています。明治３６年（１９０３）同姓で御神名
ごしんめい

「阿修羅
あ し ゅ ら

御崎荒神」を鎮守
ちんじゅ

の神様として奉
まつ

り、永く子孫
し そ ん

に至るまで

守護神として信仰
しんこう

するとし、宅地内の西南の地に設け奉安
ほうあん

されています。 

祝
いわい

殿
で ん

 

北新西 体釼社 

下新南 諏訪明神 

北新中 御崎荒神 
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１ 安塚第６号古墳(松本市特別史跡) 

 写真の古墳は、昭和５３年(１９７８)ほ場整備事業の際、９基
き

の古墳が発掘されたうちの１基です。入り口は南向きで石室は前

室・中室・後室の３室に仕切られています。須恵器
す え き

・土師器
は じ き

が出

土しましたが、完形品は少なく大部分が破片
は へ ん

でした。後室に少量

の人骨が発見され、土器以外の副葬品
ふくそうひん

は発見されませんでした。

これらの古墳は古墳時代末期の古墳で、現地に復元されています。 

２ 秋葉原第１号古墳(松本市特別史跡)  

この古墳は、昭和５７年(１９８２)のほ場整備事業の際、５基発見されたうちの１基です。

古墳時代末期に構築
こうちく

された古墳といわれ、発掘で南に向いて開口する横穴式石室と古墳をめぐ

る溝が見つかりました。石室はすべて梓川の川原石
かわらいし

が使われ、石室内に２体分の人骨
じんこつ

が残って

いたそうです。周りの溝から８世紀前半の土器がまとまって出土しました。元の位置は約８０

メートル南東の田の中にあり、南向きに入口があったものを東向きに移築復元しました。

３ 新村遺跡 

松本大学の建設に先立って平成１２年（２０００）に発掘調査が行なわれました。奈良時代

から中世にかけての生活址
し

が発見され、今まで不明だった新村の古代・中世がみえてきました。

竪穴式住居址４８軒、堀立柱建物址９棟などが見つかりました。中 世
ちゅうせい

の建物址１棟は、松本

市では最大級とのことです。 

４ 北新のビャクシン(松本市特別天然記念物)  

高さ１５メートル、目通
め ど お

り(目の高さの直径)８０センチメートルあ

ります。手入れ後、樹勢
じゅせい

を増しました。松本市を代表する巨木
きょぼく

です。 

５ 新村で最も古い銘
めい

のある板碑
い た び

の出土
しゅつど

 

昭和７年(１９３２)下新上手
わ で

町
まち

の屋敷から３面の板碑が出土しまし 

た。板碑とは死者の追善
ついぜん

や供養
く よ う

の目的で建てられた卒塔婆
そ と う ば

で、緑色の石 

に仏像や梵
ぼん

字
じ

が刻まれ、うち一面に「貞和
じょうわ

三年(１３４７)四月十三日」 

の銘が刻まれています。銘のある板碑は松本市では唯一です。 

史跡・遺跡・遺物 

ビャクシンの巨木 

市内唯一の板碑 

現地復元された 

安塚第６号古墳 
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１ 道祖神 

道祖神
どうそじん

は、道
どう

陸
りく

神
じん

、さえの神などと、いろいろの言われ方があります。もっとも身近でなんで

も聞いてくれる神として信仰
しんこう

されてきました。旅、道の神であり村 境
むらざかい

を守り、悪魔
あ く ま

や悪 病
あくびょう

を払

う神として、村境や道端などに建てられています。地区内の道祖神をみると、文字碑は道祖神と

刻
きざ

まれ、像では双体像
そうたいぞう

、祝言
しゅくげん

跪坐像
き ざ ぞ う

、道祖神の両脇に陽
よう

石
せき

、陰
いん

石
せき

を祀ったものがあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 馬頭観音 

馬頭
ば と う

観音
かんのん

は、六観音のひとつです。像の頭の上に馬

の頭を乗せていることから馬頭観音といわれていま

す。農家では農耕馬の安全を祈り、死んだ馬の冥福
めいふく

を

祈るため、馬頭観音は造られたといわれています。  

３ 観世音菩薩 

観世音
かんぜおん

菩薩
ぼ さ つ

は、観自在
かんじざい

菩薩
ぼ さ つ

ともいい慈悲
じ ひ

をつかさど

ります。下新北の観世音菩薩像は榑
くれ

木川
き が わ

が氾濫
はんらん

したと

きに橋が流されるなど多くの被害が出て、それを 弔
とむら

うために造られました。碑文
ひ ぶ ん

に、「一仏
いちぶつ

浄土
じょうど

六十六部 

宝暦
ほうれき

七年十月日 (１７５７) 橋供養
く よ う

佛
ぶつ

武州
ぶしゅう

江戸

牛込谷町
うしごめたにまち

願主
がんしゅ

 大和屋
や ま と や

 九
きゅう

助
すけ

」とあり、江戸の九助が

橋供養に建てたものです。 

 

東新道祖神（双体
そうたい

像） 
「明治丙 午

ひのえうま

年建 立
こんりゅう

 東新 

明治３９年（１９０６） 

高家村
たきべむら

石工
い し く

 大谷治光
おおたにはるみつ

」 

石造物 

下新北 観世音菩薩像 

  上新馬頭観音群（観世音群） 
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平成１５年（２００３）、若い世代や子ど

もたちからも親しまれる歌を制作しようと、

「新村イメージソング制作実行委員会」が発

足しました。同委員会は物ぐさ太郎にまつわ

る歌と新村の豊かな自然・風景・情 景
じょうけい

など

を織
お

り込んだ歌詞を募集
ぼしゅう

しました。「ものぐ

さ太郎音頭」は応募作品の一曲で、その他の

応募作品と一緒に「新村の歌」として平成１

６年（２００４）にＣＤ化・発売されました。 

平成１６年７月３１日に「新村音楽祭」が

開かれ、「ものぐさ太郎音頭」の踊りが婦人会
ふじんかい

の皆さんにより披露
ひ ろ う

されました。 

 

 

平成と年号が変わって間もなくの頃、物ぐさ太郎遺跡地をも

っと見栄えのある場所にしたいという気運
き う ん

が盛り上がりまし

た。遺跡地を２倍に広げ、そこへ洞沢
ほらさわ

今朝夫
け さ お

作の物ぐさ太郎像と

折口
おりぐち

信夫
し の ぶ

の歌碑
か ひ

を建てることになりました。 

平成３年（１９９１）１１月１７日、盛大
せいだい

な記念式典（竣 工
しゅんこう

・

除幕式
じょまくしき

）が行われました。来賓
らいひん

や住民約５００人が集まりまし

た。民謡
みんよう

クラブの祝 歌
いわいうた

奉納
ほうのう

、煙火の打ち上げ、紅白の 祝
いわい

餅
もち

を投

げて竣工を祝いました。これが１回目のものぐさ太郎祭りです。 

その後、年々大勢の地区の人々が集い、楽しい祭りが執
と

り行

われ、「ものぐさ太郎音頭」も踊られるようになりました。緑色

の法被
は っ ぴ

も用意され、催し物を行うのに地区外から呼んだり、投

げ餅の数を増やしたり、祭事
さ い じ

を改めたり工夫を重ねてきました。

コロナ禍の令和３年（２０２１）の第３１回ものぐさ太郎祭り

は、祭事だけ行われました。地区住民自らの手による楽しい祭

りをしよう、それを伝統にしようという声が出始めています。 

ものぐさ太郎祭り 

ものぐさ太郎音頭 

紅白の祝餅投げ 

 

作詞 新村 芳男
よ し お

 作曲 小松 一
かず

栄
え

 

 

１ オーイ ものぐさ 太郎さん ソレ ヨイトナ 

せせらぎのおと ここちよく 里をうるおし 

若葉
わ か ば

がつつむ サクラの花びら 浴びながら 

 〈※くりかえし〉つどい かたらい 歌うたう 

  ソリャ イイジ ソウダジ 太郎さん 

２ オーイ ゆめみる 太郎さん それヨイトナ 

木陰
こ か げ

の清風
きよかぜ

 こしおろし ホタルとびかう 

里にと願う 子供らも燕
つばめ

も いきいきと 

〈※くりかえし〉 

３ オーイ おいらが 太郎さん ソレ ヨイトナ 

稲穂
い な ほ

もたわわ こがねいろ ゆたかな里に 

想いをよせる もみじの 紅
くれない

 たのしんで 

〈※くりかえし〉 

４ オーイ こころの 太郎さん ソレ ヨイトナ 

白くかがやく アルプスに 新たなおもい 

願いをこめて ふくらむ餅と笑い声 

〈※くりかえし〉 

ものぐさ太郎音頭 

ものぐさ太郎音頭 

を踊るようす 
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昭和２９年（１９５４）「合併で村の名前が消える！」と

村長ら地域
ち い き

愛
あい

に燃える有志が知恵を絞
しぼ

って誕 生
たんじょう

したのが

新村音頭です。 

作詞西原
にしはら

比呂志
ひ ろ し

、作曲三木
み き

鶏郎
とりろう

、振付花柳
はなやぎ

太
た

衛蔵
え ぞ う

らによ

り立派な民謡
みんよう

となり、盛大に発表会も開催されました。 

盆踊りや運動会・文化祭で新村音頭は本当に愛され踊ら

れましたが、若者らは都市へ流 失
りゅうしつ

し、青年団や婦人会の活

躍する行事の衰退
すいたい

で新村音頭を保存するのが精一杯
せいいっぱい

とな

りました。 

しかし、近年では住民有志が中心となって復活に力を入れ、練習に励
はげ

んでいます。新村音頭は、

優秀な民謡として放送局の電波
で ん ぱ

に乗り、信越地方の各家庭のラジオに流れました。 

作詞者西原比呂志は安塚の出身で、本名は周 蔵
しゅうぞう

。明治４４年（１９１１）６月８日生まれで

す。旧制松本中学(現：松本深志高校)卒業。若い頃から画家を志し、帝展
ていてん

(現在の日展)に度々
たびたび

入 選
にゅうせん

、「第二紀会
き か い

」という創造的
そうぞうてき

な個性を主張する美術団体に属
ぞく

していました。童
どう

画家
が か

、挿絵
さ し え

画

家として活躍されました。平成２２年（２０１０年）に亡
な

くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新村音頭 

新
村
音
頭 

作
詞 

西
原 

比
呂
志 

作
曲 

三
木 

鶏
郎 

 

１ 

ハ
ア
ー
ー
ー 

 
 

村む
ら

の
乙
女

お

と

め

の 

 
 

人ひ
と

恋こ

う
瞳

ひ
と
み

よ 

 
 

想お
も

い
岩
崎 

 
 

想
い
岩
崎 

 
 

ア
ラ 

 
 

松ま
つ

の
風か

ぜ 

 
 

<
※
く
り
か
え
し
> 

 
 

ホ
レ 

 
 

イ
イ
ジ 

ソ
ウ
ダ
ジ 

 
 

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヤ
サ 

 
 

ホ
ン
ト
ダ
ジ 

 
 

手
拍
子

て
び
ょ
う
し

そ
ろ
へ
て 

 
 

ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
ヤ
サ 

 
 

ホ
ン
ト
ダ
ジ 

  
 

２
〜
10
番
ま
で
続
く 

西原比呂志の挿絵 新村音頭の練習に励む皆さん 

西原比呂志の表紙絵 
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松本大学の前身である松商学園短期大学は、

昭和５２年（１９７７）に新村小学校跡地に

移転
い て ん

してきました。当時、小学校跡地の活用に

ついて、地区として「公民館活動など社会教育

の場にしたい」という強い意向
い こ う

がありました

が、学園関係者側と行政側で話し合いを重ねる

なかで、条件付きで移転が合意されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年（２０１６）には、大学と地域が「包括
ほうかつ

連携
れんけい

協 定
きょうてい

」を結び、今まで以上に多くの

学生との交流が図られるようになりました。現在でも地域行事や公民館事業などに学生が積極

的に参加しており、地域住民との交流を深めています。 

学生は地域の 宝
たから

 

 その他 ５

松本大学との交流 

住民と学生の語らい 

市民運動会にて 新村文化祭にて 

平成１０年（１９９８）頃から地元の婦人会
ふじんかい

と学生との交流が始まったこと、活発な公民

館活動をきっかけに、地区と大学は密接
みっせつ

に

連携
れんけい

して事業などを展開
てんかい

するようになりまし

た。特に婦人会の有志
ゆ う し

が学生をお茶に招いた

り、時には叱咤
し っ た

激励
げきれい

をするなど、公民館活動を

通じて積極的に交流をするなかで学生と住民

との理解
り か い

が芽生えてきました。 
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詳しくは 

「まつもと文化遺産パンフレット」 

でご確認ださい。 

新村地区地域づくりセンターで 

無料でお渡しできます。 
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① 上新馬頭観音群（かみにいばとうかんのんぐん）   ⑪ 川北道（かわきたみち）    ㉑ 南安塚道（みなみやすづかみち） 

② 庚申堂（こうしんどう）          ⑫ 大妻道（おおづまみち）    ㉒ 安塚横道（やすづかよこみち） 

③ 天明社（てんめいしゃ）          ⑬ 和田道（わだみち）      ㉓ 芝沢道（しばざわみち） 

④ 阿弥陀堂（あみだどう）          ⑭ 中村道（なかむらみち）    ㉔ 芋屋道（いもやみち） 

⑤ 清浄院（しょうじょいん）         ⑮ 東新道（ひがしにいみち）   ㉕ 学校道（がっこうみち） 

⑥ 大日堂（だいにちどう）          ⑯ 仁科道（にしなみち）     ㉖ 下新道（しもにいみち） 

⑦ 貞和の板碑（じょうわのいたび）      ⑰ 横道（よこみち）       ㉗ 境道（さかいみち） 

⑧ 信入院（しんにゅういん）         ⑱ 上手町道（わでまちみち）   ㉘ 新切橋道（しんきりばしみち） 

⑨ 安塚の薬師堂（やすづかのやくしどう）   ⑲ 新橋道（しんばしみち）    ㉙ 北村道（きたむらみち） 

⑩ 高綱道（たかつなみち）          ⑳ 上新中道（かみにいなかみち）   ㉚ 学校道（がっこうみち） 
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㉛ 安塚第６号古墳（やすづかだいろくごうこふん） ㊶ 諏訪社（すわしゃ）                  ○51 岩崎神社（いわさきじんじゃ） 

㉜ 新村の道路元標（にいむらのどうろげんぴょう） ㊷ 新村遺跡発掘現場（にいむらいせきはっくつげんば）　 ○52 小野神社（おのじんじゃ） 

㉝ 秋葉原第 1号古墳（あきばはらだいいちごうこふん） ㊸ 刀利社（とうりしゃ）         

㉞ 根石の道標と道祖神（ねいしのどうひょうとどうそじん） ㊹ 社宮寺社（しゃぐじしゃ）       

㉟ 北新のビャクシン（きたにいのびゃくしん）  ㊺ 新村遺跡（にいむらいせき）      

㊱ 東新の道標（ひがしにいのどうひょう）    ㊻ 小野製糸所跡（おのせいしじょあと）

㊲ 三明山専称寺（さんみょうざんせんしょうじ） ㊼ 物ぐさ太郎伝承地（ものぐさたろうでんしょうち）

㊳ 天白社（てんぱくしゃ）           ㊽ 蚕神碑（かいこがみひ）

㊴ 新村小学校発祥の地（にいむらしょうがっこうはっしょうのち） ㊾ 新村堰上新分水工（にいむらせぎかみにいぶんすいこう）

㊵ 若宮社（わかみやしゃ）           ㊿ 新村堰上流（にいむらせぎじょうりゅう）   


